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は
じ
め
に

　

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
大
坂
両
替
商
逸
身
家
銭
屋
佐
兵
衛
（
以
下
、
銭
佐
と
略
記
）

の
「
諸
家
貸
」
よ
り
「
因
州
家
老
」
の
部
分
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
天
保
一
三
年
二
月

〜
明
治
四
年
一
二
月
（
一
八
四
二
〜
一
八
七
一
）
で
あ
る（
１
）。
前
稿
の
「
諸
家
貸
」
よ

り
「
因
州
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
、
銭
佐
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
逸
身
家
文

書
（
大
阪
歴
史
博
物
館
寄
託
）
の
中
の
主
要
経
営
帳
簿
の
一
つ
に
あ
た
る（
２
）。

資
料
紹
介 D

ata

　

こ
の
「
因
州
家
老
」
で
銭
佐
が
貸
付
を
し
た
の
は
、
基
本
的
に
は
鳥
取
藩

の
支
藩
や
家
老
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
大
名
貸
の
研
究
で
は
本
藩
の
動
向
が
当
然

注
視
さ
れ
る
も
の
の
、
支
藩
や
家
老
ク
ラ
ス
で
の
大
坂
と
の
経
済
的
関
係
に

つ
い
て
は
史
料
的
な
限
界
も
存
在
す
る
。「
諸
家
貸
」
は
銭
佐
か
ら
の
貸
付

の
窓
口
だ
が
、
あ
る
程
度
長
期
に
、
銭
佐
と
支
藩
や
家
老
ク
ラ
ス
と
の
経
済

的
関
係
に
お
い
て
鳥
取
藩
が
如
何
に
関
与
し
て
い
た
か
を
示
す
史
料
で
も
あ

る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
銭
佐
か
ら
の
貸
付
や
藩
側
の
出
銀
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

も
多
い
た
め
、「
鳥
取
藩
政
資
料　

家
老
日
記
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

と
「
銭
佐
日
記
」
か
ら
、
関
連
す
る
箇
所
を
補
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

１　
銭
佐
か
ら
の
借
入
人
物

　
「
諸
家
貸
」
の
「
因
州
家
老
」
で
出
て
く
る
人
物
は
、
出
て
く
る
順
で
荒

尾
千
葉
介
（
以
下
、
荒
尾
と
略
記
）、
津
田
筑
後
（
以
下
、
津
田
と
略
記
）、

荒
木
又
之
丞
（
以
下
、
荒
木
と
略
記
）、
真
田
平
四
郎
（
以
下
、
真
田
と
略

記
）、
松
平
長
門
守
、
池
田
、
乾
八
次
郎
（
以
下
、
乾
と
略
記
）、
蔵
屋
敷
御

番
衆
、
松
平
淡
路
守
、
近
藤
類
蔵
（
以
下
、
近
藤
と
略
記
）、
裕
之
進
で
あ
る
。

*

写真 上）「諸家貸」（嘉永元年～明
治32年〔大阪歴史博物館
寄託　逸身家文書7-1〕）。

写真 下）「諸家貸」〔7-1〕より「因
州家老」「因州鳥取　松
平因幡守様　御家中分」
の開始見開きページ。



鳥取県立博物館研究報告 Bulletin of the Tottori Prefectural Museum 56. March 31, 2019　鳥取県立博物館 Tottori Prefectural Museum

因州鳥取藩大坂借財関係史料２　― 銭屋佐兵衛「諸家貸」より「因州家老」― 26

そ
れ
で
は
、
鳥
取
藩
家
中
で
ど
の
よ
う
な
人
物
が
銭
佐
か
ら
借
銀
を
し
て
い
た
の
か
、
そ

れ
ら
人
物
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　
荒
尾
千
葉
助
（
荒
尾
千
葉
之
助
恒
就
）

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
一
〇
月
に
四
歳
で
家
督
を
命
じ
ら
れ
る
。
天
保
三
年
（
一
八

三
二
）
七
月
、
七
年
間
の
居
在
郷
の
後
、
同
九
年
一
一
月
か
ら
家
老
職
に
補
せ
ら
れ
た
が
、

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
一
〇
月
に
病
気
で
職
を
退
く
。
安
政
五
年
八
月
、
軍
式
改
正
に

よ
り
、
従
来
の
組
士
足
軽
を
返
納
し
て
、
寄
合
組
十
人
・
使
役
・
諸
隊
目
付
各
一
人
を
附

属
と
し
、
別
に
鉄
砲
一
隊
・
銃
隊
一
隊
を
預
け
遊
軍
旗
頭
と
な
っ
た
。
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
七
月
に
再
役
し
て
軍
式
方
総
督
へ
、
同
三
年
六
月
に
は
藩
主
池
田
慶
徳
上
京
に
従

い
国
事
周
旋
に
奔
走
し
、
一
〇
月
に
藩
主
と
共
に
帰
国
し
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

四
月
、
京
都
詰
を
命
じ
ら
れ
る
も
病
気
で
行
け
ず
六
月
に
辞
職
し
た
。
第
一
次
長
州
征
伐

の
際
は
石
見
三
隅
港
に
駐
屯
し
て
お
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
八
月
に
は
国
事
多
端

で
政
事
加
談
を
命
じ
ら
れ
、
同
三
年
正
月
に
は
軍
事
大
奉
行
を
兼
ね
、
九
月
に
は
三
度
職

に
復
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
に
藩
主
の
東
京
御
用
に
従
い
、
八
月
に
は
藩

知
事
家
令
へ
転
じ
る
。
同
三
年
九
月
に
少
参
事
と
な
り
神
務
を
分
掌
し
た
が
、
同
四
年
の

廃
藩
置
県
で
職
を
退
き
、
そ
の
後
は
神
道
に
身
を
捧
げ
て
黒
住
教
大
教
正
と
な
る
。
同
三

一
年
七
月
、
八
一
歳
で
没
し
た（
３
）。

　
津
田
石
見
（
津
田
石
見
元
統
）・
津
田
筑
後
（
津
田
筑
後
元
亮
）

　
「
諸
家
貸
」
で
は
「
津
田
筑
後
」
と
あ
る
が
、
借
用
し
た
天
保
一
三
年
、
付
出
さ
れ
た

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
は
津
田
石
見
で
あ
る
た
め
、
両
者
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

津
田
石
見
は
幼
名
熊
之
助
、
後
に
石
見
へ
と
改
名
し
た
。
兄
津
田
筑
後
元
貞
が
死
去
し
、

子
が
い
な
い
た
め
継
嗣
と
な
り
、
天
保
一
一
年
八
月
に
家
督
を
相
続
し
た
。
同
一
三
年
九

月
、
御
帰
国
御
礼
使
者
を
勤
め
、
同
一
四
年
五
月
に
は
家
老
職
と
な
っ
た
。
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）
五
月
、
鳥
取
城
二
の
丸
再
建
工
事
の
尽
力
に
よ
り
賞
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
三
年

五
月
に
藩
主
池
田
慶
栄
の
死
去
に
伴
い
、
津
田
石
見
は
江
戸
へ
赴
き
、
慶
栄
継
嗣
の
件
で

奔
走
し
た
が
決
着
を
見
な
い
ま
ま
、
九
月
七
日
に
津
田
石
見
は
江
戸
で
病
死
し
た
。
子
が

い
な
い
た
め
、
兄
津
田
筑
後
元
亮
が
家
督
を
継
い
だ
。

　

津
田
筑
後
は
幼
名
長
五
郎
、
後
に
筑
後
へ
と
改
名
し
た
。
嘉
永
三
年
九
月
に
弟
津
田
石

見
元
統
の
継
嗣
と
な
り
、
一
二
月
に
家
督
を
相
続
し
た
。
同
五
年
閏
二
月
、
御
帰
国
御
礼

使
者
を
勤
め
る
。
安
政
五
年
八
月
に
軍
式
改
正
で
、
従
来
の
組
足
軽
を
返
納
し
、
改
め
て

奇
師
一
人
・
番
頭
二
人
・
御
使
役
と
諸
隊
目
付
各
一
人
を
附
属
と
し
、
他
に
も
砲
隊
一
隊

を
預
か
り
、
旗
頭
に
な
る
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
六
月
に
死
去
、
子
は
い
な
い
た
め

鵜
殿
雄
次
郎
を
養
子
と
し
た（
４
）。

　
荒
木
又
之
進

　
「
諸
家
貸
」
中
で
は
「
荒
木
又
之
丞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
初
名
は
伊
左
五
郎
、
後
に

又
之
進
、
又
右
衛
門
、
隠
居
後
は
節
也
へ
と
改
名
し
た
。
文
政
一
〇
年
一
二
月
に
父
平
馬

の
跡
を
六
〇
〇
石
で
相
続
し
た
。
同
一
一
年
六
月
に
御
使
番
、
天
保
二
年
御
普
請
奉
行
と

な
り
御
筒
一
〇
挺
を
預
け
ら
れ
、
天
保
四
年
五
月
に
御
用
人
役
と
な
り
御
筒
二
〇
挺
を
預

け
ら
れ
、
同
九
年
八
月
に
は
御
判
物
と
な
る
。
同
一
二
年
の
正
月
に
は
於
素
様
入
輿
御
用

懸
り
、
閏
正
月
〜
一
二
月
に
は
泰
姫
様
御
附
兼
帯
を
勤
め
て
い
る
。
江
戸
で
長
詰
に
な
っ

て
い
た
が
、
弘
化
三
年
一
二
月
に
は
御
知
行
九
〇
〇
石
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
同
四
年
よ

り
又
右
衛
門
と
改
名
し
、
六
月
に
は
御
勝
手
方
懸
り
に
な
っ
た
。
嘉
永
元
年
二
月
に
御
手

元
御
内
御
用
懸
り
と
な
っ
た
が
、
一
〇
月
に
剃
髪
が
許
さ
れ
引
退
し
、
家
督
は
又
右
衛
門

実
子
の
又
之
進
が
九
〇
〇
石
を
継
い
だ（
５
）。

　
真
田
平
四
郎

　

初
名
は
幸
之
助
、
隠
居
後
は
剃
髪
し
魚
渕
と
改
名
し
た
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
四

月
に
親
の
兵
左
衛
門
の
跡
三
〇
〇
石
を
継
ぐ
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
よ
り
平
四
郎
へ

改
名
し
た
。
文
政
元
年
六
月
に
御
近
習
、
天
保
二
年
九
月
に
御
目
附
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ

御
忍
三
人
を
預
け
ら
れ
た
。
同
七
年
九
月
に
壱
岐
守
様
御
付
人
に
な
り
鉄
砲
二
〇
挺
預
け

に
な
り
、
知
行
一
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
た
。
同
一
一
年
五
月
に
御
用
人
役
へ
、
同
一
二
年

に
は
泰
姫
様
御
附
御
用
人
兼
帯
を
勤
め
た
。

　

弘
化
三
年
五
月
に
二
ノ
丸
御
普
請
で
賞
さ
れ
る
。
嘉
永
五
年
一
〇
月
に
海
岸
防
禦
御

手
当
を
伯
耆
国
八
橋
宿
〜
汗
入
郡
淀
江
村
の
大
筒
一
七
挺
で
勤
め
た
が
、
安
政
元
年
一

二
月
に
か
ね
て
か
ら
の
積
気
が
す
ぐ
れ
ず
、
且
つ
老
年
の
た
め
忰
の
元
次
郎
へ
家
督
を

譲
る
（
６
）。

　　

池
田
（
通
称
山
池
）（
池
田
兵
庫
介
之
貞
）

　

幼
名
は
若
太
郎
、
兵
庫
介
を
名
乗
っ
た
後
に
日
向
と
称
し
た
が
再
び
兵
庫
介
に
復
す

る
。
天
保
八
年
一
〇
月
に
家
督
を
命
じ
ら
れ
、
同
九
年
一
二
月
に
七
年
間
の
居
在
郷
を
な

す
。
同
一
二
年
七
月
に
家
老
職
を
命
じ
ら
れ
、
江
戸
藩
邸
に
居
る
。
嘉
永
元
年
に
藩
主
池
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田
慶
行
が
死
去
し
、
前
田
家
よ
り
慶
栄
が
藩
主
と
な
っ
た
が
、
長
州
藩
主
毛
利
斉
煕
未
亡

人
法
鏡
院
夫
人
（
六
代
藩
主
池
田
治
道
娘
）
が
来
る
こ
と
で
内
事
を
監
督
す
る
も
の
の
、

老
女
松
岡
が
夫
人
に
侫
事
し
、
御
用
人
不
破
平
馬
と
結
び
専
横
を
行
う
。
後
に
之
貞
は
、

平
馬
の
専
横
を
公
に
し
て
職
を
奪
い
、
松
岡
を
放
逐
し
藩
邸
粛
清
を
実
行
す
る
。
同
三
年

に
藩
主
慶
栄
は
初
の
入
国
に
従
っ
て
い
た
が
、
慶
栄
は
伏
見
邸
で
急
死
し
た
。
之
貞
は
鳥

取
へ
帰
国
後
は
勝
手
方
係
御
根
取
等
を
命
じ
ら
れ
た
。
安
政
五
年
九
月
の
軍
制
改
正
で
組

士
足
軽
を
返
納
し
、
番
頭
二
人
・
使
役
・
諸
隊
目
付
一
人
を
付
し
御
旗
本
詰
軸
将
を
命
じ

ら
れ
る
。
文
久
元
年
九
月
に
職
を
辞
し
た
が
、
元
治
元
年
七
月
に
職
儀
再
勤
を
命
じ
ら
れ

家
老
職
へ
復
帰
し
て
京
都
・
大
坂
間
を
奔
走
す
る
。
慶
応
三
年
五
月
に
隠
居
し
、
明
治
五

年
二
月
に
享
年
六
四
歳
で
没
し
た
（
７
）。

　
乾
八
次
郎
長
明

　

幼
名
は
清
之
助
、
後
に
八
次
郎
へ
改
名
。
文
政
九
年
九
月
に
家
督
を
相
続
し
、
天
保
元

年
正
月
に
元
服
し
て
四
月
に
家
老
職
に
補
せ
ら
れ
た
。
同
九
年
九
月
に
泰
姫
様
御
引
移
御

用
懸
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
一
三
年
九
月
に
多
年
出
精
の
た
め
、
先
に
収
公
さ
れ
た
五

〇
〇
石
を
返
し
、
家
禄
高
五
〇
〇
〇
石
と
な
る
。
ま
た
、
同
一
四
年
六
月
に
は
幕
府
御
用

の
利
根
川
分
水
路
印
旛
沼
工
事
で
惣
奉
行
を
勤
め
た
こ
と
か
ら
、
弘
化
元
年
八
月
に
幕
府

よ
り
時
服
と
銀
を
賜
わ
る
。
嘉
永
元
年
六
月
に
職
を
辞
し
、
同
三
年
六
月
に
御
帰
城
御
礼

使
者
を
勤
め
て
七
月
二
八
日
に
江
戸
で
そ
の
任
務
を
完
了
し
た
。
こ
の
時
は
、
藩
主
池
田

慶
栄
の
死
去
直
後
で
、
後
継
者
が
定
ま
ら
ず
喪
も
発
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
同
七
年
五
月
に
藩
主
池
田
慶
徳
の
御
帰
城
御
礼
使
者
を
勤
め
た
が
、
帰
国
後
の
同
年

閏
七
月
に
病
死
し
た
。
家
督
は
子
の
乾
雅
楽
之
助
徳
脩
が
継
い
だ
（
８
）。

　
松
平
長
門
守
（
鳥
取
支
藩
西
館
七
代
）
松
平
長
門
守
定
保

　

文
化
二
年
七
月
鳥
取
に
生
ま
れ
る
。
同
四
年
一
一
月
に
兄
の
貞
興
の
死
去
に
伴
い
養
子

と
な
り
、
同
五
年
正
月
に
江
戸
へ
赴
き
、
二
月
四
日
に
家
督
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
九
年
の

鳥
取
大
火
の
影
響
を
受
け
て
西
館
が
火
除
地
と
な
る
都
合
で
、
官
内
門
内
に
土
地
を
賜
っ

て
西
館
を
沢
市
場
か
ら
移
転
し
た
。

　

文
政
二
年
二
月
一
九
日
に
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
に
拝
謁
し
、
同
五
年
一
二
月
二
六
日

に
従
五
位
に
叙
し
、
長
門
守
を
称
し
た
。
文
政
八
年
一
二
月
に
岡
部
美
濃
守
長な

が

慎ち
か

（
和
泉

国
岸
和
田
藩
主
）
の
女
を
娶
る
。

　

文
化
一
一
年
四
月
に
本
所
御
蔵
火
之
番
を
命
じ
ら
れ
、
こ
の
後
も
諸
門
警
衛
等
の
公
役

を
勤
め
た
。
文
化
一
一
年
一
一
月
に
は
京
都
二
条
城
大
番
頭
、
天
保
三
年
七
月
に
は
大
坂

城
定
番
、
天
保
一
一
年
六
月
に
は
駿
府
城
加
番
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
天
保
一
四
年
一
二

月
の
鳥
取
城
内
武
器
庫
の
失
火
の
際
、
定
保
は
鳥
取
の
館
に
い
た
が
、
単
身
登
城
し
て
防

火
指
揮
を
執
っ
た
。
弘
化
四
年
七
月
一
七
日
に
江
戸
で
病
死
し
た
（
９
）。

　
　
松
平
淡
路
守
（
松
平
淡
路
守
清
直
）（
鳥
取
支
藩
西
館
八
代
）

　

文
化
九
年
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
東
館
仲
雅
の
八
男
で
仲
律
の
弟
に
当
た
り
、
母
は
家
の

女
房
市
野
氏
で
あ
る
。
弘
化
四
年
七
月
の
定
保
の
死
去
に
伴
っ
て
養
子
と
な
り
西
館
へ

移
っ
た
。
こ
の
時
、
清
直
は
三
六
歳
で
、
一
一
月
二
八
日
に
家
督
を
命
じ
ら
れ
、
一
二
月

一
五
日
に
は
一
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
に
拝
謁
し
、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
淡
路
守
と
称
し

た
。
嘉
永
元
年
四
月
に
幸
橋
門
警
衛
を
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
院
使
館
伴
・
諸
門
警
衛
等

の
幕
府
の
公
役
を
勤
め
た
。
嘉
永
七
年
正
月
に
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
再
来
す
る
と
、
藩
に
属

し
て
兵
を
本
牧
に
出
し
た
。
安
政
五
年
八
月
六
日
に
江
戸
で
病
死
。
享
年
四
七
歳
。
一
男

二
女
は
夭
折
し
て
い
た
た
め
、
東
館
仲
諟
の
長
男
の
清
緝
が
家
督
を
継
い
だ
（
10
）。

　
近
藤
類
蔵
（
七
代
類
蔵
）

　

小
林
専
右
衛
門
次
男
で
文
化
三
年
正
月
に
近
藤
恰
の
養
子
に
な
っ
た
。
文
政
九
年
七
月

に
恰
が
剃
髪
し
た
こ
と
で
、
類
蔵
は
家
督
三
〇
〇
石
を
相
続
し
た
。

　

文
政
九
年
一
二
月
に
御
勤
役
に
な
り
御
持
筒
一
一
挺
、
同
一
一
年
九
月
に
御
国
勝
手
に

な
っ
た
。
天
保
元
年
一
二
月
に
江
戸
御
留
守
居
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
二
〜
一
二
年
は

江
戸
詰
め
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
江
戸
詰
め
の
間
に
は
、
日
光
御
宮
御
修
復
御
用
で

の
御
用
、
於
儕
様
御
入
輿
御
用
懸
り
、
傭
姫
様
御
入
輿
御
用
懸
り
、
恭
姫
君
様
御
附
兼
帯

を
勤
め
て
い
る
。
同
一
一
年
一
二
月
に
は
知
行
四
〇
〇
石
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
類
蔵
の
先
祖
の
墓
所
は
赤
崎
に
あ
る
が
麁
略
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
天
保

七
年
四
月
に
、
七
月
の
養
父
の
七
回
忌
に
際
し
て
、
江
戸
国
元
往
来
の
外
に
一
〇
〇
日
の

御
暇
を
願
い
出
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
五
月
末
に
鳥
取
に
帰
着
し
、
六
月
に
伯
州
赤

崎
の
専
称
寺
へ
赴
き
、
九
月
に
江
戸
に
帰
着
し
た
。

　

弘
化
二
年
一
二
月
に
は
合
力
米
二
〇
〇
俵
を
遣
わ
さ
れ
、
こ
の
合
力
米
は
後
に
三
〇
〇

石
に
直
さ
れ
た
。

　

同
三
年
に
は
二
ノ
丸
普
請
中
に
御
用
向
き
を
勤
め
た
。
嘉
永
元
年
に
は
御
奥
御
住
居
等

の
模
様
替
御
普
請
懸
り
、
若
殿
様
御
引
移
御
用
懸
り
、
御
睦
様
御
引
移
御
用
を
勤
め
て
い

る
。
同
三
年
五
月
に
藩
主
池
田
慶
栄
が
伏
見
表
で
急
死
し
た
際
に
は
急
ぎ
出
足
を
命
じ
ら
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れ
た
。
類
蔵
は
剃
髪
を
願
い
出
て
い
た
が
、
一
一
月
に
御
役
御
免
と
隠
居
が
認
め
ら
れ
、

家
督
は
実
子
の
亥
之
丞
が
七
〇
〇
石
を
相
続
し
た
（
11
）。

　
裕
之
進
（
松
平
伊
勢
守
仲
立
）（
鳥
取
支
藩
東
館
九
代
）

　

幼
名
裕
之
進
。
天
保
一
二
年
一
〇
月
一
八
日
に
江
戸
邸
で
生
ま
れ
、
嘉
永
三
年
三
月
に

父
仲
律
の
死
去
に
よ
り
五
月
一
六
日
に
家
督
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
七
年
正
月
に
ペ
リ
ー
が

浦
賀
に
再
来
す
る
と
本
藩
も
仲
立
も
本
牧
へ
兵
を
出
し
た
。
安
政
二
年
に
は
将
軍
徳
川
家

定
に
拝
謁
し
、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
左
近
将
監
と
称
し
た
。
同
四
年
四
月
に
参
勤
し
て

常
磐
橋
門
警
衛
を
勤
め
、
九
月
に
伊
勢
守
と
称
し
、
池
田
仲
諟
の
娘
映
子
と
結
婚
し
た
。

文
久
三
年
七
〜
一
〇
月
は
藩
主
に
代
わ
り
京
都
警
衛
に
当
た
っ
た
。
元
治
元
年
六
月
の
池

田
屋
騒
動
で
尊
攘
派
志
士
や
長
州
藩
士
が
新
撰
組
に
殺
害
さ
れ
、
中
旬
に
長
州
藩
は
京
都

へ
向
け
出
兵
し
た
。
こ
の
報
が
鳥
取
藩
に
達
す
る
と
二
七
日
に
慶
徳
は
家
老
鵜
殿
主
水
介

以
下
、
津
田
上
総
や
田
村
図
書
ら
に
あ
く
ま
で
京
都
警
衛
詰
と
し
て
出
兵
す
べ
き
旨
を
申

し
渡
し
た
。
出
兵
が
明
ら
か
に
な
っ
た
二
七
日
夜
に
仲
立
は
慶
徳
に
遺
書
を
残
し
て
諫
死

し
た
。
享
年
二
四
歳
（
12
）。

２　
「
諸
家
貸
」
に
お
け
る
鳥
取
藩
御
家
中
分

　
「
諸
家
貸
」
の
構
成
に
つ
い
て
、
便
宜
上
そ
の
目
次
を
示
す
と
表
１
に
な
り
、「
因
州
家

老
」
は
前
か
ら
数
え
て
一
六
番
目
に
位
置
す
る
。
銭
佐
か
ら
鳥
取
藩
家
中
へ
の
各
年
末
貸

付
残
高
を
示
し
た
も
の
が
表
２
で
、
そ
の
推
移
を
示
す
と
図
１
に
な
る
。
全
体
の
傾
向
と

し
て
は
、
最
初
の
残
高
が
最
も
多
く
、
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
四
）
に
は
後
述

の
よ
う
に
銭
佐
か
ら
藩
御
家
中
へ
の
貸
付
も
見
ら
れ
る
が
、
返
済
も
多
い
た
め
年
末
貸
付

残
高
は
結
果
と
し
て
減
少
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
以
降
の
残
高

は
逓
減
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

表２　銭佐から因州藩家中へ
　　　の差引残銀高

表１　銭佐「諸家貸」目次
書き出し見出し

1 附込
2 新公債 新公債証券
3 高鍋 日州高鍋　秋月佐渡守様
4 高鍋家中 日州高鍋　秋月佐渡守様　御家中衆
5 岸和田 泉州岸和田　岡部美濃守様
6 小田原 相州小田原　大久保加賀守様
7 蒔田 備中井出　蒔田左衛門様
8 庭瀬 備中庭瀬　板倉摂津守様
9 金禄 金禄公債証券　軍事公債証券

10 伯太 泉州伯太　渡辺備中守様
11 妙法院 妙法院宮
12 妙法院貸付 妙法院宮御貸附
13 肥前 肥前佐賀　松平肥前守様
14 肥前年済 肥前佐賀　松平肥前守様　年済分
15 因州 因州鳥取　松平因幡守様
16 因州家老 因州鳥取　松平因幡守様　御家中分
17 記載なし 弐番　肥後熊本　細川越中守様
18 土浦 常州　土屋采女正様
19 徳山 防州徳山　毛利淡路守様
20 永上納分
21 旧公債 旧公債証券
22 記載なし 弐番　泉州伯太　渡辺備中守様
23 記載なし 予州吉田　伊達従五位様
24 見出しなし （内容は明治13～32年の旧公債・新公債・軍事公債）
25 記載なし 肥前五島　五島左衛門尉様
26 記載なし 弐番　備中浅尾　蒔田相模守様
27 記載なし 阿波徳島　松平阿波守様
28 記載なし 土佐高知　松平土佐守様
29 記載なし 肥後熊本　細川越中守様
30 記載なし 勢州津　藤堂和泉守様
31 記載なし 土州御家老宿毛　山内主馬様
32 記載なし 弐番　泉州岸和田　岡部美濃守様
33 記載なし (内容は嘉永元年～明治32年の各年残高)

参考）「諸家貸」（嘉永元年～明治32年〔大阪歴史博物館寄託　逸身家文書7-1〕）。
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図１　銭佐から因州家老への各年末貸付残高推移

貫，匁．

弘化4年 340,459.48

嘉永元年 295,834.20

嘉永2年 266,340.23

嘉永3年 225,656.59

嘉永4年 120,970.55

嘉永5年 67,608.25

嘉永6年 64,461.19

安政元年 61,805.13

安政2年 49,180.82

安政3年 47,450.66

安政4年 37,396.66

安政5年 36,084.32

安政6年 34,003.81

万延元年 30,864.11

文久元年 29,434.58

文久2年 27,672.51

文久3年 25,122.82

元治元年 22,682.92

慶応元年 18,686.81

慶応2年 15,028.81

慶応3年 11,271.66

明治元年 7,813.97

明治2年 5,479.12

明治3年 2,646.55

明治4年 0.00
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こ
の
「
諸
家
貸
」
は
大
名
貸
帳
簿
の
一
つ
だ
が
、
貸
付
先
毎
に
貸
付
年
月
日
・
額
・
返

済
年
月
日
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
に
そ
れ
ま
で
の
貸
付
残
高
を
「
付
出
」

す
と
こ
ろ
か
ら
帳
簿
が
始
ま
る
。「
因
州
家
老
」
の
場
合
で
は
、
次
の
引
用
史
料
に
も
あ

る
よ
う
に
、
付
出
以
降
に
銭
佐
か
ら
貸
付
さ
れ
る
と
そ
の
一
つ
書
き
の
上
に
そ
の
年
の
十

二
支
の
朱
印
が
押
さ
れ
、
返
済
の
一
つ
書
き
の
上
に
も
そ
の
年
の
十
二
支
の
朱
印
が
押
さ

れ
る
。
皆
済
に
至
る
と
貸
付
・
返
済
の
一
つ
書
き
共
に
墨
で
抹
消
さ
れ
る（
６
）。
そ
の
た

め
、
筆
者
が
前
稿
で
述
べ
た
「
因
州
」
で
の
記
載
方
法
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、「
因
州
」
鳥
取
藩
へ
の
大
名
貸
と
は
異
な
り
、
銀
高
規
模
も
小
さ
く
毎
年
の

差
引
残
高
も
減
少
し
て
い
く
一
方
の
性
質
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
引
用
史
料

か
ら
貸
付
と
返
済
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

五（
註
　
嘉
永
元
年
）

月
廿
八
日

一
同
六
拾
三
貫
五
百
七
拾
弐
匁　
　
　
　
　

松
平
淡
路
守
様

　
　
　
　

亥
五
月
三
日
納
メ　

六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　

三（
註
　
嘉
永
二
年
）

月
十
八
日

　
　
　
　
　
　

一
同
八
百
八
拾
四
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　
　

八
分
一
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
〆
百
六
十
七
匁　

㊞
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　
　

弐
分
八
り
九
毛

　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
廿
三
〆
三
百
廿
五
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守
様
分　
　

七
分
三
り
八
毛

　
　
　
　
　
　
　

八
月
五
日

　
　
　
　
　
　

一
同
廿
四
貫
廿
匁　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
分　

七
分
九
り
四
毛

　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
弐
百　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
様
分　

八
拾
八
匁
三
分
一
り
七
毛

銭
佐
か
ら
の
貸
付
は
、
嘉
永
元
申
年
よ
り
例
証
す
る
。
五
月
二
八
日
に
松
平
淡
路
守
へ
六

三
貫
五
七
二
・
六
匁
を
出
銀
し
た
が
、
皆
済
さ
れ
た
の
は
嘉
永
亥
四
年
五
月
三
日
で
あ
る

こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

銭
佐
へ
の
返
済
（
返
済
は
「
御
差
別
」
と
も
称
さ
れ
る
）
は
、
同
二
年
か
ら
例
証
す
る
。

ま
ず
、

朱
印 

が
荒
尾
千
葉
介
・
松
平
長
門
守
・
松
平
淡
路
守
の
三
名
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

例
外
的
に
安
政
四
年
正
月
六
日
に
荒
木
又
之
丞
の
銀
八
・
九
九
匁
の
会
計
処
理
の
際
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
㊞朱

印

は
荒
木
又
之
丞
だ
け
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
返

済
と
な
る
同
四
年
四
月
二
五
日
に
は
そ
の
捺
印
は
な
い
。
引
用
史
料
で
は
、

朱
印 

を
帯
び

る
、
松
平
長
門
守
は
こ
の
返
済
で
も
銀
高
は
残
る
筈
だ
が
「
諸
家
貸
」
上
の
最
後
の
痕
跡

で
あ
り
（
４
節
で
後
述
）、
同
じ
く
荒
尾
の
場
合
は
こ
の
返
済
で
皆
済
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

朱
印 

を
帯
び
る
松
平
淡
路
守
、
㊞朱

印

を
帯
び
る
荒
木
の
返
済
も
見
ら
れ
る
。

３　
付
出
し
の
銀
高

　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
正
月
に
「
諸
家
貸
」
上
で
付
出
さ
れ
た
残
銀
高
は
表
３
に
な

る
が
、
付
出
さ
れ
る
ま
で
の
御
家
中
側
の
借
入
と
返
済
に
つ
い
て
人
名
ご
と
に
述
べ
る
こ

と
に
す
る
。

　

荒
尾
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
二
月
に
二
〇
貫
三
五
二
・
四
四
二
匁
を
借
入
し
、
こ

れ
ま
で
八
貫
三
一
七
・
六
三
六
匁
を
元
入
れ
し
、
付
出
で
は
一
二
貫
三
四
・
八
〇
六
匁
で

あ
る
。

　

津
田
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
二
月
に
一
〇
〇
貫
目
を
借
入
し
、
こ
れ
ま
で
五
一

写真）　写真は嘉永元年部分。左側のページで
朱印

 は１と５項目で荒尾が、６項目目に
松平長門守が、他方㊞

朱印

は３項目に荒木
が見える。７項目の５月28日には松平
淡路守への出銀がある。
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貫
八
七
六
・
一
三
匁
を
元
入
れ
し
、
付
出
で
は
四
八
貫
一
二
三
・
八
七
匁
で
あ
る
。

　

荒
木
は
弘
化
三
年
三
月
に
二
五
貫
八
四
〇
目
に
借
入
し
、
同
四
年
二
月
に
二
貫
七
六

〇
・
〇
九
二
匁
を
元
入
れ
し
た
た
め
、
実
質
の
付
出
は
二
三
貫
七
九
・
九
〇
八
匁
に
な

る
。

　

松
平
長
門
守
は
、
家
老
日
記
の
同
四
年
三
月
二

二
日
条
に
「
大
坂
表
ニ
而
御
他
借
之
儀
、
格
別
ニ

申
談
」
と
あ
り
、
大
坂
で
の
借
入
が
本
藩
か
ら
認

め
ら
れ
、
御
櫓
で
申
し
渡
し
を
受
け
た
。
そ
こ
で

は
「
御
勝
手
向
御
差
詰
ニ
付
、
御
急
手
之
分
、
先

三
千
六
百
両
余
御
借
入
之
儀
被
申
立
候
趣
、
無
御

拠
次
第
ニ
は
候
得
共
、
大
数
之
金
高
故
、
申
立
之

通
ニ
は
難
承
届
」
と
あ
り
、
本
来
は
急
手
分
三
六

〇
〇
両
の
借
入
希
望
を
本
藩
へ
出
し
て
い
た
が
、

金
高
も
大
き
く
そ
の
希
望
は
通
ら
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
弘
化
四
年
四
月
二
〇
日
条
に
は
大
坂
表
で

銭
屋
佐
一
郎
よ
り
「
当
四
月
元
御
借
入
」
で
金
二

五
〇
〇
両
の
借
入
を
行
っ
た 

（
14
）。
こ
れ
は
「
諸
家

貸
」
で
の
出
銀
一
五
九
貫
六
二
五
匁
と
考
え
ら

れ
、
金
一
両
＝
銀
六
三
・
八
五
匁
で
換
算
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
。
こ
の
出
銀
高
か
ら
三
九
貫
五
六

四
・
〇
九
八
匁
が
元
入
れ
さ
れ
た
た
め
、
付
出
で

は
一
二
〇
貫
六
〇
・
九
〇
二
匁
だ
っ
た
。

　

弘
化
四
年
四
月
に
真
田
が
三
二
貫
目
を
借
入
、

更
に
九
月
に
は
池
田
が
六
三
貫
八
五
〇
目
と
乾
が

三
八
貫
三
一
〇
目
を
借
入
、
一
二
月
に
蔵
屋
敷
御

番
衆
が
三
貫
目
を
借
入
し
て
お
り
、
そ
の
銀
高
が

そ
れ
ぞ
れ
付
出
さ
れ
て
い
る
。

４　
嘉
永
元
年
～
安
政
四
年
の
概
要

　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
残
銀
高
が
付
出
さ

れ
て
以
降
、「
諸
家
貸
」
上
の
残
銀
が
近
藤
・
真

田
の
二
名
だ
け
に
な
る
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

ま
で
、
そ
の
間
に
お
け
る
借
入
と
返
済
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
間
の
借
入

に
つ
い
て
は
表
４
に
、
返
済
に
つ
い
て
は
表
５
に
示
し
た
。

　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
で
は
次
の
取
引
が
見
ら
れ
る
。
銀
高
が
大
き
な
借
入
で
は
松

平
淡
路
守
が
五
月
二
八
日
に
六
三
貫
五
七
二
・
六
匁
を
借
入
し
、
同
四
年
五
月
三
日
に
皆

済
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
家
老
日
記
に
も
関
連
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、
同
元
年
一

一
月
八
日
条
に
は
「
淡
路
守
様
御
勝
手
向
御
差
支
ニ
付
（
中
略
）
旧
年
御
差
詰
之
処
、
近

来
臨
時
御
出
方
多
、
御
公
務
御
家
政
ニ
も
懸
り
候
次
第
」
と
あ
り
、
西
館
は
財
政
運
営
に

差
し
支
え
て
い
た
が
、
近
来
臨
時
の
支
出
も
多
く
、
公
務
や
家
政
で
の
支
出
が
増
え
た
た

め
、
国
元
と
江
戸
で
の
経
費
と
し
て
二
九
四
七
両
二
分
二
朱
余
を
本
藩
へ
求
め
て
い
る
。

そ
の
別
紙
に
は
「
淡
路
守
様
江
当
申
暮
被
進
金
高
」
と
し
て
年
末
に
一
三
六
八
両
二
分
程

が
西
館
に
渡
さ
れ
る
が
、
内
訳
に
は
銭
佐
出
銀
の
六
三
貫
五
七
二
・
六
匁
の
嘉
永
元
年
五

〜
一
二
月
の
利
息
五
五
両
二
分
程
が
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も
弘
化
四
年
二
月
〜
嘉

永
元
年
一
二
月
（
一
八
四
七
〜
一
八
四
八
）
の
利
息
見
積
に
、
天
王
寺
屋
清
右
衛
門
出
銀

の
七
一
貫
六
八
〇
目
に
対
し
て
一
〇
二
両
程
、
西
村
屋
愛
助
出
銀
の
六
四
貫
目
に
対
し
て

九
一
両
程
が
記
さ
れ
て
い
る（
15
） 

。

　

銀
高
の
大
き
な
返
済
で
は
、
松
平
長
門
守
が
嘉
永
元
年
に
三
度
に
分
け
六
六
貫
一
二

五
・
三
五
五
匁
を
返
済
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
四
月
二
日
に
二
二
貫
一
八
二
・
〇
六

七
匁
、
八
月
三
〇
日
に
二
一
貫
八
八
三
・
九
九
匁
、
一
二
月
三
〇
日
に
二
二
貫
五
九
・
二

九
八
匁
に
な
る
。

　

嘉
永
二
年
で
は
借
入
は
二
件
見
ら
れ
、
ま
ず
近
藤
が
三
月
二
六
日
に
三
一
貫
八
五
〇
目

の
借
入
が
あ
る
。
次
に
、
松
平
淡
路
守
が
同
元
年
五
月
の
借
銀
高
六
三
貫
五
七
二
・
六
匁

に
つ
い
て
、
同
二
年
八
月
五
日
に
二
四
貫
二
〇
・
七
九
四
匁
を
返
済
し
、
更
に
一
二
月
二

〇
日
に
も
六
貫
五
八
九
・
〇
一
五
匁
と
一
五
貫
九
九
一
・
〇
四
四
を
返
済
し
て
、
計
三
回

で
四
六
貫
六
〇
〇
・
八
五
三
匁
の
元
入
れ
を
し
て
い
る
が
、
八
月
三
〇
日
に
三
八
貫
一
〇

〇
目
の
借
入
が
あ
る
。
こ
の
借
入
の
背
景
に
は
、
八
月
八
日
条
に
「
御
出
方
多
之
折
柄
、

御
助
情
等
之
儀
御
操
合
付
兼
候
ニ
付
、
難
承
届
、
尤
急
手
御
差
支
有
之
趣
ニ
付
、
格
別
ニ

此
度
大
坂
表
よ
り
左
之
通
御
借
入
御
世
話
被
進
候
」
と
あ
り
、
出
費
が
多
い
折
柄
で
藩
か

ら
の
助
情
の
繰
り
合
わ
せ
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、
急
な
出
費
に
差
し
支
え
て
い
る
た

め
大
坂
で
の
借
入
を
藩
が
世
話
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
「
当
暮
来
春
之
内
、
又
々
申
立
有

之
候
而
も
難
承
届
」
と
も
あ
り
、
同
二
年
暮
〜
三
年
春
に
助
情
の
申
し
立
て
は
認
め
な
い

と
断
っ
た
上
で
、
銭
屋
佐
一
郎
か
ら
六
〇
〇
両
の
借
入
を
行
っ
た（
16
） 

。
こ
れ
は
「
諸
家

貸
」
で
の
出
銀
三
八
貫
一
〇
〇
目
と
考
え
ら
れ
、
金
一
両
＝
銀
六
三
・
五
匁
で
換
算
さ
れ

貫，　匁．

荒尾千葉助 12,034.806
津田筑後 48,123.870
荒木又之丞 23,079.908
真田平四郎 32,000.000
松平長門守 120,060.902
池田 63,850.000
乾八次郎 38,310.000
蔵屋敷御番衆 3,000.000

計 340,459.486

表３　付出時の残銀高表４　嘉永元年～安政四年の借入等
人名 出銀年 出銀高 事由

貫， 匁．

荒尾千葉助 嘉永元年 0.832 入違　元銀増
松平淡路守 嘉永元年 63,572.600 借入

嘉永2年 38,100.000 借入
近藤類蔵 嘉永2年 31,850.000 借入
乾八次郎 嘉永3年 10,000.000 借入
裕之進 嘉永5年 13,000.000 借入（短期）
荒木又之丞 安政4年 8.990 内入戻り
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た
と
見
ら
れ
る
。

　

嘉
永
二
年
に
お
け
る
銀
高
の
大
き
な
返
済
で

は
、
荒
尾
分
が
二
月
一
九
日
と
一
〇
月
二
日
の
元

入
れ
で
皆
済
し
「
諸
家
貸
」
か
ら
消
え
る
。
松
平

長
門
守
は
四
月
一
九
日
に
二
三
貫
三
二
五
・
七
三

八
匁
を
返
済
し
た
が
、
疑
問
が
残
る
の
は
、
こ
の

四
月
一
九
日
の
元
入
れ
に
よ
り
「
諸
家
貸
」
か
ら

消
え
て
い
る
。
付
出
の
銀
高
一
二
〇
貫
六
〇
・
九

〇
二
匁
か
ら
同
元
・
二
年
に
計
八
九
貫
四
五
一
・

〇
九
三
匁
の
元
入
れ
を
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
残

銀
三
〇
貫
六
〇
九
・
八
〇
九
匁
の
処
理
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。

　

嘉
永
三
年
で
は
乾
が
二
月
一
三
日
に
八
貫
一
三

四
・
二
五
九
匁
を
元
入
れ
し
た
が
、
一
一
月
二
五

日
に
一
〇
貫
目
を
借
入
れ
て
い
る
。

　

嘉
永
四
年
に
は
皆
済
が
二
件
見
ら
れ
る
。
松
平

淡
路
守
は
五
月
三
日
に
三
貫
九
二
・
九
一
匁
を
元

入
れ
し
、
七
月
一
二
日
に
「
淡
路
守
様
算
用
詰
不

足
徳
得
帳
へ
」
〇
・
〇
一
匁
が
加
え
ら
れ
て
「
諸

家
貸
」
か
ら
消
え
る
。
他
方
、
御
番
衆
に
つ
い
て

も
七
月
一
二
日
に
二
貫
一
〇
〇
目
の
元
入
れ
で
皆

済
し
て
「
諸
家
貸
」
か
ら
消
え
た
。

　

嘉
永
五
年
に
は
皆
済
が
二
件
あ
り
、
短
期
の
借

入
と
返
済
も
見
ら
れ
る
。
津
田
は
閏
二
月
二
日
に

七
貫
二
二
・
七
二
六
匁
、
一
二
月
四
日
に
五
貫
三

四
六
・
八
二
匁
を
元
入
れ
し
て
皆
済
し
た
が
銭
佐

日
記
の
同
日
条
に
は
「
萬
助
因
州
様
ヘ
金
子
の
受

取
と
外
ニ
金
四
両
ト
五
文
持
参
い
た
し
、
借（

仮
）受
取

と
引
替
ニ
参
り
候
事（
17
） 

」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い

る
が
、
津
田
の
返
済
に
関
係
す
る
記
述
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
正
月

に
〇
・
〇
二
匁
の
「
津
田
様
分
毛
違
徳
得
帳
へ
上

ル
」
が
行
わ
れ
て
「
諸
家
貸
」
か
ら
消
え
る
。
池
田
は
嘉
永
五
年
閏
二
月
二
日
に
三
六
・

一
三
七
匁
を
、
一
二
月
二
五
日
に
三
一
貫
六
三
一
・
三
一
六
匁
を
元
入
れ
し
て
皆
済
し
、

同
月
三
〇
日
に
〇
・
〇
二
匁
が
「
池
田
様
違　

徳
得
帳
」
で
処
理
さ
れ
て
「
諸
家
貸
」
か

ら
消
え
た
。
短
期
の
借
入
と
返
済
で
は
、
裕
之
進
が
四
月
二
七
日
に
一
三
貫
目
を
借
入
れ

た
が
、
約
八
ヶ
月
後
の
一
二
月
二
九
日
に
皆
済
し
た
。

　

嘉
永
六
年
三
月
九
日
に
真
田
は
六
四
一
・
六
四
一
匁
を
元
入
れ
し
て
い
る
が
、
銭
佐
日

記
の
同
日
条
に
も
「
因
州
様
よ
り
真
田
様
江
金
三
十
八
両
弐
分
弐
朱
ト
八
分
三
り（

厘
）持

参
い

た
し
、
則
請
取
遣
し
候
事 （
18
）」
と
あ
り
、
そ
の
関
連
と
考
え
ら
れ
る
。

　

安
政
二
年
二
月
二
九
日
に
は
近
藤
が
一
〇
貫
目
を
返
済
し
た
。
同
三
年
に
は
銭
佐
日
記

の
正
月
八
日
条
に
「
常
七
因
州
銀
封
持
参
、
但
し
扇
子
料
証
文（
19
） 

」
と
あ
り
、「
諸
家
貸
」

の
同
日
に
あ
る
荒
木
・
真
田
・
乾
か
ら
の
計
一
貫
一
三
一
・
〇
二
九
匁
の
元
入
れ
は
そ
れ

と
の
関
連
と
考
え
ら
れ
る
。

　

安
政
四
年
に
は
銭
佐
日
記
の
二
月
一
一
日
条
に
「
米
子
蔵
ゟ
金
子
赤
九
両
弐
朱
金
手
形

壱
枚
、
五
拾
弐
両
壱
分
弐
朱
持
来
ル
、
金
受
取
丈（

状
）遣

ス（
20
） 

」
と
あ
り
、
蔵
屋
敷
よ
り
「
赤

（
天
保
二
朱
金
を
指
す
）」
で
あ
る
九
両
二
朱
の
金
手
形
と
五
二
両
一
分
二
朱
が
到
来
し
た

た
め
、
書
状
を
出
し
た
と
あ
る
。「
諸
家
貸
」
で
は
乾
・
荒
木
分
で
計
三
貫
七
七
〇
・
〇

八
匁
を
元
入
れ
し
て
お
り
、
乾
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
以
て
皆
済
に
な
り
一
一
月
三
〇
日
に

〇
・
〇
六
匁
が
「
乾
様
毛
違　

徳
得
帳
へ
」
で
処
理
さ
れ
て
「
諸
家
貸
」
か
ら
消
え
た
。

荒
木
に
つ
い
て
は
正
月
六
日
に
八
・
九
九
匁
に
銭
佐
へ
返
済
し
た
取
引
が
見
え
る
が
、
後

に
同
日
に
同
銀
高
が
「
荒
木
様
内
入
戻
り
」
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
月
二
五
日
に

四
貫
九
九
五
・
二
四
七
匁
を
元
入
れ
し
て
皆
済
し
て
お
り
、
銭
佐
日
記
の
同
日
条
の
「
米

子
蔵
ゟ
書
状
来
ル
、
尤
手
形
入
山
本
様
・
常
田
様
ゟ 

（
21
） 

」
は
こ
の
関
連
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
一
一
月
三
〇
日
に
〇
・
〇
六
匁
が
「
荒
木
様
毛
違　

徳
得
帳
へ
」
で
処
理
さ

れ
て
「
諸
家
貸
」
か
ら
消
え
た
。

５　
銭
佐
日
記
に
見
る
近
藤
類
蔵
・
真
田
平
四
郎

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
以
降
の
「
諸
家
貸
」
で
残
高
が
あ
る
の
は
、
近
藤
・
真
田
だ

け
に
な
り
、
近
藤
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
真
田
は
同
四
年
に
皆
済
さ
れ
て
い
る
た

め
、
長
期
年
賦
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
そ
の
返
済
に
つ
い
て
は
表
６
に
示
し
た
。

「
銭
佐
日
記
」
で
も
記
述
は
少
な
い
が
、
返
済
に
関
連
す
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

尚
、
本
節
に
お
け
る
引
用
史
料
は
「
銭
佐
日
記
」
で
あ
る（
22
） 

。

　

安
政
五
年
二
月
二
日
条
に
は
「
勝
兵
衛
、
因
州
屋
敷
真
田
様
・
近
藤
様
預
ヶ
銀
、
元
利

貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　 貫， 匁． 　匁． 　

荒尾千葉助 5,613.249 6,422.389 嘉永2年
年5永嘉645.963,21004.549,31657.521,8502.386,31後筑田津

荒木又之丞 3,896.233 1,167.289 1,491.609 6,799.440 2,469.142 884.533 508.354 439.889 5,423.476 安政4年
真田平四郎 4,049.893 884.812 1,704.724 3,492.383 527.661 641.642 119.875 53.507 328.962 65.862 明治4年
松平長門守 66,125.355 23,325.738 （嘉永2年）

年5永嘉374.766,13040.260,01571.577,5205.962,7038.570,9田池
乾八次郎 5,455.027 5,347.687 8,134.259 13,323.400 6,238.660 1,620.899 1,915.182 2,570.793 362.178 3,341.971 安政4年

年4永嘉000.001,2000.003000.003000.003衆番御敷屋蔵
年4永嘉029.290,3040.610,91358.006,64守路淡平松
年2治明176.222,1751.995000.000,01266.211098.98062.342,2064.613蔵類藤近

嘉永元年 嘉永2年 嘉永3年 嘉永4年 嘉永5年 嘉永6年 安政元年 安政2年 安政3年 安政4年 皆済年

表５　嘉永元年～安政四年の元入れ状況
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内
入
請
取
持
参
り
候
」
と
あ
り
、「
諸
家
貸
」
で
は
翌
三
日
に
真
田
・
近
藤
分
の
計
一
貫

三
四
八
・
三
五
匁
が
元
入
れ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
尚
、
同
六
年
に
つ
い
て
は

銭
佐
日
記
で
関
連
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
正
月
五
日
条
に
「
因
州
ゟ
丈
助
当
ニ
而
御
文
箱
参
、
則
留
守

中
ニ
付
封
之
侭
預
り
置
候
事
」
と
あ
り
、
因
州
よ
り
丈
助
へ
文
箱
が
届
け
ら
れ
た
が
留
守

の
た
め
封
の
ま
ま
預
か
り
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
六
日
条
に
は
「
因
州
御
差
別
仕
切
書

并
御
証
文
為
持
遣
候
事
、
使
佐
一
郎
」
と
あ
り
、
佐
一
郎
に
よ
り
因
州
へ
御
差
別
仕
切
書

と
証
文
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、「
諸
家
貸
」
で
も
同
日
に
近
藤
分
が
元
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

一
一
月
三
〇
日
に
「
諸
家
貸
」
で
は
真
田
分
が
元
入
れ
さ
れ
、
一
二
月
二
日
条
に
は
「
因

州
月
賄
・
真
田
様
御
証
文
持
参
之
事
、
使
助
吉
」
と
あ
り
、
月
賄
で
あ
る
江
戸
雑
用
金
と

真
田
の
証
文
を
助
吉
が
因
州
へ
届
け
に
行
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

慶
応
三
年
正
月
八
日
条
に
は
「
因
州
近
藤
様
元
利
御
入
銀
之
事
并
ニ
旧
冬
分
御
本
証
文

持
参
之
事
、
使
熊
吉
」
と
あ
り
、
近
藤
分
の
元
入
分
と
利
息
分
が
入
銀
さ
れ
、
か
つ
昨
年

冬
の
本
証
文
を
熊
吉
が
因
州
へ
持
参
し
て
い
る
。「
諸
家
貸
」
で
は
翌
九
日
に
近
藤
分
の

元
入
れ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
二
月
二
一
日
条
に
は
「
因
州
ゟ
近
藤
様
御
下
ヶ
銀
参
り
、

手
形
入
御
状
壱
通
之
受
取
差
出
し
置
候
」
と
あ
り
、
翌
二
二
日
に
「
諸
家
貸
」
で
近
藤
分

が
元
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
同
月
二
三
日
条
に
は
「
因
州
ゟ
近
藤
様
分
御
通
御
遣
し
被
下
候

事
」
と
あ
り
、
銭
佐
は
近
藤
分
の
御
通
を
渡
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）
は
真
田
分
だ
け
が
見
ら
れ
、「
諸
家
貸
」
で
は

二
月
二
一
日
に
元
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
月
二
二
日
条
に
真
田
分
の
関
連
か
は

不
明
だ
が
、「
因
州
屋
敷
へ
証
文
持
参
之
事
、
使
文
次
郎
」
と
、
同
月
二
三
日
条
に
も
「
因

州
ゟ
御
証
文
御
廻
し
之
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
年
正
月
二
八
日
条
に
は
「
因
州
御
差
別
一
組
并
ニ
真
田
様
分
同
断
、
文
次
郎
へ

持
参
候
事
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
諸
家
貸
」
で
は
、
真
田
分
の
元
入
れ
が
同
日
に
行
わ
れ
、

本
藩
分
の
御
差
別
も
二
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
諸
家
貸
」
で
は
六
月
二

〇
日
の
元
入
れ
で
近
藤
分
が
皆
済
さ
れ
る
。
具
体
的
な
記
述
で
は
な
い
が
六
月
一
八
日
条

に
「
因
州
ゟ
書
状
参
り
候
事
」
と
あ
り
、
同
二
一
日
条
に
「
丈
助
、
因
州
・
徳
山
・
高
鍋

商
会
罷
越
候
事
」「
慶
治
郎
、
因
州
江
参
り
夫
ゟ
町
方
暑
気
見
舞
参
り
候
事
」
と
い
う
記

載
は
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
真
田
分
も
同
四
年
四
月
三
〇
日
の
元
入
れ
で
皆
済
し
た
。

お
わ
り
に

　

銭
佐
と
支
藩
や
家
老
ク
ラ
ス
と
の
関
係
で
指
摘
で
き
る
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

鳥
取
藩
で
は
、
少
な
く
と
も
支
藩
の
財
政
運
営
が
苦
し
く
な
く
な
る
と
、
本
藩
は
「
被

進
金
」
と
い
う
形
で
財
政
支
援
を
し
て
い
た
が
、
本
藩
で
そ
れ
が
無
理
な
と
き
は
、
本
藩

か
ら
大
坂
両
替
商
へ
支
藩
へ
の
融
資
の
仲
介
を
出
し
て
い
た
。
銭
佐
か
ら
鳥
取
藩
家
中
へ

の
年
末
貸
付
残
高
は
減
少
し
て
い
く
だ
け
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
付
出
以
降
に
発
生

し
た
銭
佐
か
ら
御
家
中
へ
の
出
銀
は
嘉
永
元
〜
五
年
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
二
）
の
一
五

六
貫
五
二
二
・
六
匁
に
限
ら
れ
て
お
り
、
本
藩
は
「
因
州
家
老
」
を
御
家
中
分
と
い
う
基

本
的
に
は
手
を
付
け
な
い
奥
に
あ
る
非
常
の
融
資
口
と
見
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

銭
佐
で
は
、
支
藩
へ
の
貸
付
に
関
し
て
は
銭
屋
佐
一
郎
か
ら
の
出
銀
が
見
受
け
ら
れ

る
。
本
藩
で
は
銭
屋
佐
兵
衛
が
窓
口
に
な
っ
た
が
、
支
藩
や
御
家
中
で
は
銭
屋
佐
一
郎
で

出
銀
さ
れ
て
、
帳
簿
上
は
銭
屋
佐
兵
衛
「
諸
家
貸
」
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

銭
佐
か
ら
「
因
州
家
老
」
へ
の
貸
付
は
、
本
藩
の
貸
付
で
あ
る
「
因
州
」
と
は
銀
高
の
規

模
や
性
質
も
異
な
る
た
め
、
会
計
処
理
上
で
も
記
載
方
法
や
判
子
・
印
鑑
の
使
わ
れ
方
に

も
相
違
が
見
ら
れ
る
。

真田平四郎 近藤類蔵
貫， 匁． 貫， 匁．

安政5年 537.519 774.831
安政6年 674.196 1,406.321
万延元年 1,637.505 1,502.203
文久元年 1,429.532
文久2年 736.042 1,026.032
文久3年 983.653 1,566.047
元治元年 755.428 1,684.488
慶応元年 1,067.182 2,927.944
慶応2年 1,898.254 1,759.759
慶応3年 3,757.155
明治元年 3,457.691
明治2年 1,691.670 643.181
明治3年 2,832.572
明治4年 2,646.727

表６　真田平四郎・近藤類蔵の元入れ
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１
）「
諸
家
貸
」（
嘉
永
元
年
〜
明
治
三
二
年
〔
大
阪
歴
史
博
物
館
寄
託　

逸
身
家
文
書
七
―
一
〕）。

（
２
）
拙
稿
「
因
州
鳥
取
藩
大
坂
借
財
関
係
資
料
１
―
銭
屋
佐
兵
衛
『
諸
家
貸
』
よ
り
『
因
州
』（『
鳥
取

県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
五
四
号
、
鳥
取
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）。
ま
た
、
文
書
目
録
は
次

に
所
収
さ
れ
る
。『
大
坂
両
替
商
逸
身
家
文
書
現
状
記
録
調
査
報
告
書
』（
東
京
大
学
、二
〇
一
〇
年
）。

『
共
同
研
究
成
果
報
告
書
10
―
大
坂
の
両
替
商
銭
屋
佐
兵
衛
の
研
究
と
展
示
―
』（
大
阪
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
六
年
）。

（
３
）  『
鳥
取
藩
史
』（
一
巻　

世
家
・
藩
士
列
伝
）
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
、
二
一
三
頁
。

（
４
）
同
上
、
二
〇
〇
頁
。

（
５
）「
荒
木
保
明
家
譜
」（
被
召
出
年
不
詳
〜
明
治
四
年
〔
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵　

鳥
取
藩
政
資
料
：

九
九
四
〇
）。

（
６
）「
真
田
平
四
郎
家
譜
」（
寛
文
一
二
年
〜
明
治
四
年
〔
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵　

鳥
取
藩
政
文
書
：

一
〇
〇
二
四
）。

（
７
）『
鳥
取
藩
史
』（
一
巻　

世
家
・
藩
士
列
伝
）
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
、
二
〇
八
〜
二
一
一
頁
。

（
８
）『
鳥
取
藩
史
』（
一
巻　

世
家
・
藩
士
列
伝
）
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
、
二
〇
七
頁
。

（
９
）『
鳥
取
藩
史
』（
一
巻　

世
家
・
藩
士
列
伝
）
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
、
一
八
三
頁
。

（
10
）『
鳥
取
藩
史
』（
一
巻　

世
家
・
藩
士
列
伝
）
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
、
一
八
三
頁
。

（
11
）「
近
藤
兵
太
郎
家
譜
」（
元
禄
八
年
〜
明
治
二
年
〔
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵　

鳥
取
藩
政
文
書
：
九

八
六
五
）。

（
12
）『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
４
』『
明
治
維
新
人
名
事
典
』
参
照
）。『
鳥
取
藩
史
』（
一
巻　

世
家
・
藩

士
列
伝
）
鳥
取
県
、
一
九
六
九
年
、
一
七
三
〜
一
七
四
頁
。

（
13
）
例
外
で
貸
付
の
一
つ
書
に
皆
済
年
の
十
二
支
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
は
松
平
淡
路
守
と
裕
之

進
だ
け
で
あ
る
。
尚
、
返
済
が
終
了
し
た
頁
に
は
中
央
に
横
線
が
引
か
れ
て
抹
消
さ
れ
る
。

（
14
）「
鳥
取
藩
政
資
料　

家
老
日
記
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
鳥
取
県
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（digital-

m
useum

.pref.tottori.jp>karounikki

）

（
15
）「
鳥
取
藩
政
資
料　

家
老
日
記
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
鳥
取
県
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（digital-

m
useum

.pref.tottori.jp>karounikki

）

（
16
）「
鳥
取
藩
政
資
料　

家
老
日
記
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
鳥
取
県
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（digital-

m
useum

.pref.tottori.jp>karounikki

）

（
17
）『
銭
屋
Ⅰ
』（『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
史
料
叢
書
』
第
八
巻
、
同
博
物
館
編
集
（
責
任
編
集

　

池
田
治
司
）、
二
〇
一
三
年
、
三
頁
。
以
下
『
銭
屋
Ⅰ
』
と
略
記
す
る
。

（
18
）『
銭
屋
Ⅰ
』
八
頁
。

（
19
）『
銭
屋
Ⅰ
』
四
二
頁
。

（
20
）『
銭
屋
Ⅰ
』
一
一
一
頁
。

（
21
）『
銭
屋
Ⅰ
』
一
三
一
頁
。

（
22
）
本
節
で
参
照
し
た
銭
佐
日
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。「
日
記
壱
番　

銭
屋
」（
安
政
五
年
正
月
〜
五

月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
九
〕）、「
日
記　

本
逸
身
店
」（
慶
応
二
年
正
月
〜
六
月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
一
四
〕）、「
日

記　

逸
身
店
」（
慶
応
二
年
七
月
〜
一
二
月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
一
五
〕）、「
日
記　

本
逸
身
」（
慶
応
三
年

正
月
〜
七
月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
一
六
〕）、「
日
記　

逸
身
」（
慶
応
三
年
七
月
〜
一
二
月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
一

七
〕）、「
日
記　

逸
身
店
」（
慶
応
四
年
正
月
〜
六
月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
一
八
〕）、「
日
記
帳　

い
つ
ミ
店
」

（
明
治
二
年
正
月
〜
六
月
〔
Ｆ
一
〇 

─ 
二
〇
〕）。

翻
刻
凡
例

・
史
料
の
解
読
は
、「
諸
家
貸
」（
嘉
永
元
年
〜
明
治
一
九
年
〔
大
阪
歴
史
博
物
館
寄
託　

逸
身
家
文
書
七
―
一
〕）
を
も
と
に
お
こ
な
っ
た
。

・
本
文
を
二
段
組
み
で
印
刷
し
、
原
文
の
体
裁
は
お
お
む
ね
尊
重
し
た
。
ま
た
、
分
り
や

す
く
す
る
た
め
、
体
裁
を
整
え
た
箇
所
も
あ
る
。

朱
印 

は
人
名
・
銀
高
内
に
押
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
そ
の
場
合
は
支
障
が
な
い
程
度
に
付
近
に
移
し
た
。
翻
刻
中
の

 

㊞

に
つ
い
て
は
朱
印
で
あ
る
傍
注
は
施
さ
な
い
。
他
に
も
、
匁
以
下
の
銀
高
で
分
厘
毛
の

単
位
は
行
換
え
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
注
意
さ
れ
た
い
。

・
校
訂
者
の
加
え
た
傍
注
は
（　

）
を
施
し
た
。

　

①
貼
紙
は
「　

」
で
囲
み
、
右
肩
に
（
貼
紙
）
と
し
た
。

　

②
銀
額
に
お
け
る
「
〆
」
＝
貫
、「
り
」
＝
厘
、「
も
」
＝
毛
で
あ
る
。

・
前
帳
か
ら
の
貸
付
残
高
の
「
付
出
」
で
は
、
附
出
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

場
合
は
朱
印
で
あ
る
傍
注
は
施
さ
な
い
。

・
貸
付
で
あ
る
出
銀
と
返
済
で
あ
る
御
差
別
の
際
に
は
、
そ
の
年
の
一
二
支
の
朱
印

（
○
で
囲
ま
れ
た
）
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
朱
印
で
あ
る
傍
注
は
施
さ

な
い
。
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逸
身
家
文
書　
「
諸
家
貸
」︹
七
︱
一
︺

　
　
　
　
「
因（

見
出
し
）州家
老
」

　

因
州
鳥
取

　
　

松
平
因
幡
守
様

　
　
　
　

御
家
中
分

嘉
永
元
申
正
月
吉
日
付
出
シ

一
銀
拾
弐
貫
卅
四
匁　
　
　
　
　
　

荒
尾
千
葉
助
殿
分

　
　
　
　
　
　
　

八
分
六
毛

 

　
　
　

弘
化
二
巳
二
月

　
　
　

元
銀
廿
〆
三
百
五
拾
弐
匁
四
分
四
り
弐
毛

　
　
　
　

内
八
〆
三
百
拾
七
匁
六
分
三
り
六
毛
是
迄
入　

　
　
　
　
　

引
残

一
同
四
拾
八
貫
百
廿
三
匁　
　
　
　
　

津
田
筑
後
様
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
分
七
り

　
　
　

天
保
十
三
寅
二
月

　
　
　

元
銀
百
貫
目

　
　
　
　

内
五
拾
壱
貫
八
百
七
拾
六
匁
壱
分
三
り
入　

　
　
　
　
　

引
残

　

弘
化
三
午
三
月

一
同
弐
拾
五
貫
八
百　
　
　
　
　
　
　

荒
木
又
之
丞
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
拾
目
㊞

　
　
　
　
　
　
　

未
二
月

　
　
　
　
　
　

一
同
弐
貫
七
百
六
拾
目　
　

取

　
　
　
　
　
　
　

荒
木
分　
　
　
　
　

九
厘
弐
毛
㊞

　

弘
化
四
未
四
月

一
同
三
拾
弐
貫
目　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
平
四
郎
殿

　

申
正
月

一
銀
百
弐
拾
貫
六
拾
目　
　
　
　
　
　

松
平
長
門
守
様
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
分
弐
毛

 

　
　
　

弘
化
四
未
四
月

　
　
　

元
銀
百
五
拾
九
〆
六
百
廿
五
匁

　
　
　
　

内
三
拾
九
〆
五
百
六
拾
四
匁
九
り
八
毛
入

　
　
　
　
　

引
残

　

弘
化
四
未
九
月

一
同
六
拾
三
貫
八
百
五
拾
目　
　
　
　

池
田

　

同
一
同
三
拾
八
貫
三
百
拾
匁　
　
　
　
　

乾
八
次
郎
様
分

　

弘
化
四
未
十
二
月
廿
一
日

一
同
三
貫
目　
　
　
　
　
　
　

当
地
蔵
屋
敷
御
番
衆
中

　
　

嘉
永
元
申
正
月

　

右
差
引
残　

三
百
四
拾
貫
四
百
五
十
九
匁
四
分
八
り　

か
し

　
　
　
　
　
　
　

申
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　

一
同
七
〆
九
百
七
拾
三
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
分　
　
　
　

七
分
壱
り

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
五
〆
四
百
五
十
五
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
分　
　
　
　
　

二
り
七
毛

　
　
　
　
　
　

一
同
五
〆
六
百
拾
三
匁　

 

　　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
千
葉
介
様
分　

弐
分
四
り
九
毛

　
　
　
　
　
　

一
同
九
〆
七
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
分　
　

八
分
三
り

　
　
　
　
　
　

一
同
三
〆
八
百
九
拾
六
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
又
之
丞
様
分　

弐
分
三
り
三
毛
㊞

　
　
　
　
　
　

一
同
四
〆
四
十
九
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　
　

八
分
九
り
三
毛

　

四
月
朔
日

一
同
八
分
三
り
弐
毛　

荒
尾
千
葉
介
様

 　

入
違　

元
銀
増

　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
弐
拾
弐
貫
百　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守
様
分　

八
拾
弐
匁
六
り
七
毛

　

五
月
廿
八
日
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一
同
六
拾
三
貫
五
百
七
拾
弐
匁　
　
　
　
　

松
平
淡
路
守
様

　
　
　
　

亥
五
月
三
日
納
メ　

六
分

　
　
　
　
　
　
　

六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
百
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

御
番
衆
内
入

　
　
　

嘉
永
元
申
八
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
廿
一
〆
八
百
八
拾
三
匁　

 

　
　
　
　
取

　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守
様
分　
　
　
　

九
分
九
り

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
卅
日

　
　
　
　
　
　

一
同
弐
拾
弐
貫
五
十
九
匁　

 

　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守
様
分　
　
　

弐
分
九
り
八
も

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
五
〆
七
百
九
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
様
分　
　

四
分
九
り
五
毛

　
　

嘉
永
元
申
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
百
九
拾
五
貫
「
八（

貼
紙
）百
」
三
拾
四
匁
弐
分　

か
し

　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
五
〆
三
百
四
拾
七
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

六
分
八
り
七
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
五
貫
百
卅
四
匁　

 

　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
様
分　

七
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
七
貫
弐
百
六
拾
九
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
分　
　
　

五
分
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　

一
同
八
百
八
拾
四
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　
　

八
分
一
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
〆
百
六
十
七
匁　

㊞
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　
　

弐
分
八
り
九
毛

　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
廿
三
〆
三
百
廿
五
匁　

 

　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守
様
分　
　

七
分
三
り
八
毛

　
　
　
　
　
　
　

八
月
五
日

　
　
　
　
　
　

一
同
廿
四
貫
廿
匁　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
分　

七
分
九
り
四
毛

　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
弐
百　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
様
分　

八
拾
八
匁
三
分
一
り
七
毛

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
日

　
　
　
　
　
　

一
同
八
貫
百
廿
五
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
石
見
様
分　

七
分
五
り
六
毛

　
　
　
　
　
　

一
同
六
貫
五
百
八
十
九
匁　

 

　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
分
皆
済　
　

壱
り
五
毛

　
　
　
　
　
　

一
同
拾
五
貫
九
百
九
十
一
匁　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
分　
　
　
　
　

四
り
四
毛

　

嘉
永
弐
己
酉
三
月
廿
六
日

一
銀
三
拾
壱
貫
八
百　
　
　
　
　

近
藤
類
蔵
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
目

　
　
　
　
　
　
　

四
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
百
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

御
番
衆

　

八
月
晦
日

一
同
三
拾
八
貫
百
目　
　
　
　
　

松
平
淡
路
守
様

　
　

嘉
永
弐
己
酉
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
百
六
拾
六
貫
「
三

（
貼
紙
）」

百
四
拾
目
弐
分
三
り　

か
し

　

嘉
永
三
庚
戌
正
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
七
百　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

四
匁
七
分
弐
り
四
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
八
貫
百
卅
四
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

弐
分
五
り
九
毛

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日
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一
同
壱
貫
四
百
九
拾
壱
匁　

㊞
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　
　
　

六
分
九
毛

　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
百
拾
六
匁　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様　
　

四
分
六
り

　

十
一
月
廿
五
日

一
同
拾
貫
目　
　
　
　
　

乾
八
治
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

一
同
拾
三
貫
九
百　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
様
分　

四
拾
五
匁
四
分

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
拾
九
貫
拾
六
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
分　

四
り

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
百
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

御
番
衆

　
　
　
　
　
　
「
正（

貼
紙
）月

廿
五
日

　
　
　
　
　
　

一
同
五
〆
七
百
七
拾
五
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
分　
　
　

壱
分
七
り
五
毛

　
　
　

嘉
永
三
庚
戌
十
二
月
」

　

右
差
引
残　

弐
百
弐
拾
五
貫
六
百
五
拾
六
匁
五
分
九
り　

か
し

　

嘉
永
四
辛
亥
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
弐
貫
弐
百
四
拾
三
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　
　
　

弐
分
六
り

　
　
　
　
　
　
　

亥
二
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
拾
貫
六
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
分　
　

四
り

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
六
貫
七
百
九
十
九
匁　

㊞
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　
　
　

四
分
四
り

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
拾
三
貫
三
百
廿
三
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　
　
　
　

四
分

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
貫
四
百
九
拾
弐
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　
　
　
　

三
分
八
り
三
も

　
　
　
　
　
　
　

五
月
三
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
貫
九
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
分　

九
分
壱
り

　
　
　
　
　
　
　

七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
弐
貫
百
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

御
番
衆

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
壱
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守
様
算
用
詰
不
足
徳
得
帳
へ

　
　
　

嘉
永
四
辛
亥
十
二
月

　

右
差
引
残　

百
弐
拾
貫
九
百
七
拾
目
五
分
五
り　

か
し

　

嘉
永
五
子
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

閏
二
月
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
七
貫
弐
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
様
分　
　

七
分
弐
り
六
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
八
拾
九
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

八
分
九
り

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
卅
六
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
分　

壱
分
三
り
七
も

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
六
〆
四
十
九
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

六
分
弐
り
三
も

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
百
八
十
九
匁　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

三
り
七
も

　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
二
日
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一
同
弐
貫
四
百　

㊞　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　

六
拾
九
匁
壱
分
四
り
弐
も

　
　
　
　
　
　
　

四
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
五
百
廿
七
匁　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

六
分
六
り
壱
も

　

四
月
廿
七
日

一
同
拾
三
貫
目　
　
　
　
　

か
し

　
　

裕
之
進
様
分　

子
十
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　

子
十
二
月
四
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
五
〆
三
百
四
十
六
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
様
分　
　
　

八
分
弐
り

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　

一
同
卅
壱
〆
六
百　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
分
皆
済　

卅
壱
匁
三
分
壱
り
六
も

　
　
　
　
　
　
　

子
十
二
月
卅
日

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
弐
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
様
違　

徳
得
帳
へ

　
　
　

嘉
永
五
子
十
二
月

　

右
差
引
残　

六
拾
七
貫
六
百
八
匁
弐
分
五
り　

か
し

　

嘉
永
六
丑
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
八
百
八
拾
四
匁　

㊞　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　

五
分
三
り
三
毛

　
　
　
　
　
　
　

三
月
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
六
百
四
拾
壱
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

六
分
四
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
〆
六
百
廿
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

八
分
九
り
九
毛

　
　
　

嘉
永
六
丑
十
二
月

　

右
差
引
残　

六
拾
四
貫
四
百
六
拾
壱
匁
壱
分
九
り　

か
し

　

嘉
永
七
寅
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
百
拾
九
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　

  「
真（

貼
紙
）田
様
分
」
八
分
七
り
五
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
百
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

六
分
六
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
五
百
八
匁　

㊞
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　

三
分
五
り
四
毛　

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
九
百
拾
五
匁　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

壱
分
八
り
弐
毛

　
　
　

嘉
永
七
寅
十
二
月

　

右
差
引
残　

六
拾
壱
貫
八
百
五
匁
壱
分
三
り　

か
し

　

安
政
弐
夘
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

正
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
弐
貫
五
百
七
拾
目　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

七
分
九
り
三
毛

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
拾
貫
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分

　
　
　
　
　
　
　

夘
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
五
拾
三
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

五
分
七
も

　
　
　
　
　
　
　

卯
正
月

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
弐
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
様
分
毛
違
徳
得
帳
へ
上
ル

　
　
　

安
政
弐
夘
十
二
月

　

右
差
引
残　

四
拾
九
貫
百
八
拾
目
八
分
弐
厘　

か
し

　

安
政
三
辰
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

正
月
八
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
四
百
三
拾
九
匁　

㊞
　
　
　
　
　
　

取
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荒
木
様
分　

八
分
八
り
九
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
三
百
廿
八
匁　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

九
分
六
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
三
百
六
拾
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

壱
分
七
り
八
も

　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
五
百
九
拾
九
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

壱
分
五
り
七
も

　
　
　

安
政
三
辰
十
二
月

　

右
差
引
残　

四
拾
七
貫
四
百
五
拾
目
六
分
六
り　

か
し

　

安
政
四
巳
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

正
月
六
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
八
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

 

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　

九
分
九
り

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
弐
百
廿
弐
匁　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

六
分
七
り
壱
毛

　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　

一
同
三
貫
三
百
四
拾
壱
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
分　
　

九
分
壱
り
壱
毛

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
四
百
廿
八
匁　

㊞
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　

壱
分
六
り
九
毛

　

〃　
　

正
月
六
日
ノ

一
同
八
匁
九
分
九
り　
　
　
　

か
し

 

　
　

荒
木
様
内
入
戻
り

　
　
　
　
　
　
　

三
月
朔
日

　
　
　
　
　
　

一
同
六
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

八
分
六
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

巳
四
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
四
貫
九
百
九
拾
五
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
分　

弐
分
四
り
七
も

　
　
　
　
　
　
　

巳
十
一
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
六
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
様
毛
違　

徳
得
帳
へ

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
六
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
様
毛
違　
　

徳
得
帳
へ

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
四
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

是
迄
毛
違　
　

同
断

　
　
　

安
政
四
丁
巳
十
二
月

　

右
差
引
残　

三
拾
七
貫
三
百
九
拾
六
匁
六
分
六
り　

か
し

　

安
政
五
午
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

二
月
三
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
五
百
「
三（

貼
紙
）拾

七
匁　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

五
分
壱
り
」
九
も

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
七
百
七
拾
四
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

八
分
三
り
壱
も

　
　
　

安
政
五
戊
午
十
二
月

　

右
差
引
残　

三
拾
六
貫
八
拾
四
匁
三
分
弐
厘　

か
し

　

安
政
六
未
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

正
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
〆
四
百
六
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

三
分
弐
り
壱
も

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　

一
同
六
百
七
十
四
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

壱
分
九
り
六
も

　
　
　

安
政
六
己
未
十
二
月

　

右
差
引
残　

三
拾
四
貫
三
匁
八
分
壱
り　

か
し

　

安
政
七
申
正
月
吉
日
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正
月
九
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
貫
五
百
弐
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

弐
分
三
毛　

　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
九
百
五
拾
目　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

六
分
壱
り
三
毛

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　

一
同
六
百
八
拾
六
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

八
分
九
り
弐
毛

　
　
　

安
政
七
庚
申
十
二
月

　

右
差
引
残　

三
拾
貫
八
百
六
拾
四
匁
壱
分
壱
り　

か
し

　

万
延
弐
辛
酉
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
貫
四
百
弐
拾　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

九
匁
五
分
三
り
弐
毛

　
　
　

万
延
弐
辛
酉
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
拾
九
貫
四
百
三
拾
四
匁
五
分
八
り　

か
し

　

文
久
弐
戌
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

正
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
七
百
三
拾
六
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

四
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
〆
弐
拾
六
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

三
り
弐
毛

　
　
　

文
久
「
弐（

貼
紙
）壬
戌
」
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
拾
七
貫
六
百
七
拾
弐
匁
五
分
壱
り　

か
し

　

文
久
三
亥
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

正
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
九
百
八
拾
三
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

六
分
五
り
三
毛

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
五
百
六
拾　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

六
匁
四
り
七
毛

　
　
　

文
久
三
癸
亥
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
拾
五
貫
百
弐
拾
弐
匁
八
分
弐
り　

か
し

　

文
久
四
子
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

正
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
貫
六
百
八
拾
四
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

四
分
八
り
八
毛

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
五
日

　
　
　
　
　
　

一
同
七
百
五
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様　

四
分
弐
り
八
毛

　
　
　

文
久
四
甲
子
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
拾
弐
貫
六
百
八
拾
弐
匁
九
分
弐
り　

か
し

　

元
治
弐
丑
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

正
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
貫
七
百
拾
六
匁　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

四
分
四
厘
七
毛

　
　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
六
拾
八
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

壱
分
八
り
弐
毛

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
弐
百
拾
壱
匁　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

四
分
九
り
七
毛

　
　
　

元
治
弐
乙
丑
十
二
月

　

右
差
引
残　

拾
八
貫
六
百
八
拾
六
匁
八
分
壱
り　

か
し

　

慶
応
弐
寅
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

正
月
六
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
貫
七
百
五
拾
九
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

七
分
五
り
九
毛

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
八
百
九
拾
八
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

弐
分
五
り
四
毛

　
　
　

慶
応
弐
丙
寅
十
二
月

　

右
差
引
残　

拾
五
貫
弐
拾
八
匁
八
分
壱
厘　

か
し
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慶
応
三
丁
夘
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

正
月
九
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
「
壱（

貼
紙
）貫

八
百
四
十
一
匁
」　　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
「
様（

貼
紙
）分　

五
分
九
厘
」
壱
も

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　

一
同
壱
貫
九
百
拾
五
匁　

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分　

五
分
六
厘
四
毛

　
　
　

慶
応
三
丁
夘
十
二
月

　

右
差
引
残　

拾
壱
貫
弐
百
七
十
一
匁
六
分
六
厘　

か
し

　

慶
応
四
戊
辰
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
三
貫
四
百
五
拾
七
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

六
分
九
り
壱
毛

　
　
　

元（
明
治
）治
戊
辰
十
二
月

　

右
差
引
残　

七
貫
八
百
拾
三
匁
九
分
七
り　

か
し

　

明
治
弐
巳
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

正
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
壱
貫
六
百
九
拾
壱
匁　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

六
分
七
り

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
廿
日

　
　
　
　
　
　

一
同
六
百
四
拾
三
匁　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分
皆
済　

壱
分
壱
り
壱
毛

　
　
　
　
　
　
　
　

巳
十
二
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
七
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
様
分
毛
違　

徳
得
帳
へ

　
　
　

明
治
弐
己
巳
十
二
月

　

右
差
引
残　

五
貫
四
百
七
拾
九
匁
壱
分
弐
り　

か
し

　

明
治
三
午
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
弐
貫
八
百
三
拾　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分　

弐
匁
五
分
七
厘
弐
毛

　
　
　

明
治
三
庚
午
十
二
月

　

右
差
引
残　

弐
貫
六
百
四
拾
六
匁
五
分
五
厘　

か
し

　

明
治
四
未
正
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

一
銀
弐
貫
六
百
四
拾　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
様
分
皆
済　

六
匁
四
分
七
り

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
晦
日

　
　
　
　
　
　

㊞
一
同
八
厘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人
様
分
毛
違　

徳
得
帳
ゟ

　
　
　

明
治
四
辛
未
十
二
月

　
　

右
差
引
残　

無
出
入


